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2009年5月8日、2009年の「暑い夏」が終わり、その足で関空へ。初めての海外ということもあり、あらゆることにびくびくしながら、何とかアンジェに到着。

到着の次の日には、デイビットや学生達との小さなfeteに参加。ご飯を食べて、ワインを飲んで、サッカーをしたりして遊ぶ。

日曜日をはさみ、月曜日からプログラムに参加。

私が参加したプログラムは、Formation d'artiste choregraphique（FAC）、トリシャ・ブラウンカンパニーのレパートリーである"NEWARK"という作品の振付・クリエイションに参加。この作品は、FAC 2年間の集大成として、振り付けされた作品で、アビニヨンダンスフェスティバルや、フランス国内いくつかの劇場で上演される演目のひとつとなるものです。過去二年間で、何度かクリエイションの時間がもたれており、前回のエクスチェンジプロジェクトに参加した、百田彩乃さん、福岡まな実さんもこのプロジェクトに参加して、振り付けを学生とともに踊ったようです。

１日のスケジュールとしては、10時30分から、モーニングワークがはじまり、12時前後から30分ほどの小休憩があって、クリエイションが始まる。このモーニングワークがなんとも素敵なもので、講師であるStacy Spenceの美しい体もさることながら、体の細胞が伸びていき、生き生きしていくのが感じられた。今回参加した、私と南加奈子さんは、クリエイションの最終段階だったため、モーニングワークを学生たちとともに行い、その後はひたすらクリエイションを見学することになった。

今回のピリオドでは、作品の総仕上げが行われていた。４人組で、コンタクトや小さなユニゾンによる構成されたシーンが１つずつ。ソロのシーン。最後に、舞台前面のみを使い、今まで振付けられたフレーズを各人それぞれが踊り、振付家が即興的に生まれてくるものを拾い集め構成されたシーン。今回のピリオドでは、この３つ目のシーンを中心に、クリエイションされていた。

1週目は、振付けられたフレーズの確認と、構成する作業が行われた。何度も何度も繰り返し踊り、Stacyが発見するもの、学生たちが踊りながら発見するものが合わさり、どんどん作り上げられていく。学生たちは、互いにまっすぐ、言葉と体で語り合う。まだまだぎこちなさはあるものの、出来上がっていくものはどんどん面白くなっていく。上記のように、２組に分かれているため、片方はStacyがついて、成形していき、もう片方は、別のスタジオで、練習していた。余談ですが、この二つに分かれたチームには、「ニーニーニー」（ひざを使う動きからついた）と「too much love」（学生とStacyのノリでついた）と名前がついている。

2週目になると、作品の中の荒い部分に磨きがかかりどんどん滑らかになっていく。さすが、2年間も一緒に踊っていると、息の合い方がすばらしい。そして、この週からはもう一つの卒業作品、Alain Buffard振り付けによるリハも始まった。この作品は、すでに完成・上演された作品なので、シーンごとに少しずつ手直しが入り、通し稽古が基本となっていた。以前に上演されたビデオを見せてもらったが、とってもファニーな作品でした。

タイトルは忘れましたが、戦争を題材とした映画をインスパイアした作品で、それをとげとげしくなく、かわいらしく、丸く表現しており、時々現れるひどくエネルギーの高いシーンにより、戦争が垣間見えた。そして、作品のエネルギーが若いエネルギーなのかキラキラしていて、生き生きと作品を踊っている姿が、何よりも素晴らしかった。振付家のAlainは、髭の少し生えた、ジーパン姿の気のいいおじさんという感じだったが、CNDCの一期生で、フランスで活躍する振付家であるらしい。学生たちとも、とても打ち解けており、それは作品の中に見ることができたと思う。

リハも終盤を迎え、「NEWARK」の方では、衣装を着けてのリハも始まった。なんと衣装は、紺地の全身タイツ。全身のラインが見えるぴちぴちの服。これが、伸びやかで、しなやかなStacyの振付けと、素晴らしいほどマッチングしていて、素晴らしかった。

この２年間に、さまざまな講師による振り付けを踊ってきただけはあり、築きあげられた関係性は強く、そして創造的なもので、おもしろさがある。一挙一動から、理解しあっている様が見える。フランスの国立の学校だから、もっとテクニックが重視されてるのかなと思っていたが、人間の内面的なもののような、精神性のようなものが重視されているように思えた。個性的なメンバーばかりで、非常におもしろみのあるクラス・チームでした。

このエクスチェンジプロジェクトにより、私は何を得たのだろうか。CNDCのデイビッドは、クラスを受けられないことをすごく気にしてくれていたが、人様の作品が作られていくところをじっくりと見ることもそうは無いと思うので、これはこれで素晴らしく希少な機会ではないかと思う。あとは、若いダンサーと触れ合えたことが何よりよかった。リハが終わった後に、カフェでコーヒーを飲みながら、週末にお酒を飲みながら、休憩の合間に、何とか交わした言葉や、踊ったことが、ダンスと生きていく糧になるのだろうなと思う。何か形のあるものではないが、得がたい何かを得た気がします。

文末になりますが、モノクロームサーカス、京都暑い事務局、CNDC、大歳メリさん。このような機会を与えてくださったことを、本当に感謝します。
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